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新コンセプトだからこそ入念に開発し、
満を持して、ファナティックがついに
マルチフィンウェイブ「QUAD」を発表

　ファナティックが、満を持してマルチフィンウェイブ
「QUAD」をついに発表した。他ブランドと比べて決し
て発表が早かったわけではない。その理由はテストを繰
り返し、この新しいコンセプトとその性能に確信が持て
るまで、腰を据えて開発にあたった証拠でもある。この
数シーズン、突然のようにクアッドボードに対する興味
が高まったが、ファナティックのデザインチームはそれ
を冷静に見て、スタンダードとして定着するボードなの
かを入念にチェックしてきたのだ。
　ファナティックのブランドマネージャーのクレイグ・
ガーテンバッハは、こう語る。

ツインフィンの利点を持ちながらも、
シングルフィンのようなスピードとグ
リップを誇るクアッド。ファナティッ
クは長い時間をかけ、単にツインフィ
ンのシェイプに２枚のフィンを追加し
たものではない、クアッドならではの
まったく新しいシェイプに到達した。
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ウェイブボードの新たなスタンダード「クアッド」

◎クレイグ「私はこのボードを100％完璧なものとする
まで売り出さないと考えていました。ファナティックは
どのモデルも同じですが、マウイにベースを置いていま
せんが、シェイパーのセバスチャンはギンチョーにベー
スを置き、ライダーのクラース・ボゲットは北海、ビク
ター・フェルナンデスはオンショアが強いアメリア、ブ
ラウジーニョはブラジルとマウイというように、できる
だけ様々なコンディションで、体格やスタイルの違った
多くのライダーにテストしてもらっています。これが今
年、このクアッドの開発においてとても重要でした。全
く新しいコンセプトだからです。今、ケープタウンにい
ますが、グランカナリーやレユニオン、ギンチョー、デ
ンマーク、マウイ、チリで既にテストを行っています。
ですからこのボードはすでに、あらゆるコンディション
にマッチする完成度になっているのです。
◎クレイグ「我々は数年前にツインザーが市場に出てか
らマルチフィンのセットアップについて記録してきてい
ました。ですからクアッドに取りかかったときには、必
要なものはもうすべて分かっていて、多くの作業は順調
に進みました。我々は元々トライフィンを試したかった

のです。そしてそれがとても上手くいったので、次の開
発はクアッドだろうという話になりました。その理由は、
ツインフィンはシングルフィンと違った利点が多いので
すが、シングルフィンほどグリップ力がありません。ク
アッドはツインフィンの改善版と言えます。開発が新た
なステップに進んだということなのです。私はこれから
数年でツインフィンはあまり見られなくなると思ってい
ます。クアッドはツインフィンを越えたもので、おそら
く１～２年の間にツインフィンよりも可能性が高いクア
ッドの方が開発がより進むのではないでしょうか。シン
グルとツインにも多くの開発の余地はありますが、大切
なのはグリップ力とスピードの点です」
◎クレイグ「クアッドの最初の開発段階で一番重要なの
は、フィンの位置や角度、大きさなどを正しくセットア
ップすることです。いろいろと違ったフィンを試して働
きの違いをみたり、レイキアングルが違ういろいろなフ
ィンも試しました。そして、とうとう良いセットアップ
をみつけ、どこにフィンを取り付けたらいいか発見しま
した。また、クアッドは既存のツインやシングルのボー
ドにさらにフィンを追加したというものではありません。

 QUAD TE
全長(cm) 226 227 228 229
最大幅(cm) 53.5 55.5 57.5 59.5
ボリューム（ℓ） 72 79 86 93
重量(kg) TBA TBA TBA TBA
適応セイル 3.7-5.3 4.0-5.8 4.2-6.2 4.5-6.5

フィン
Choco Fin
2x9

2x14.5(US)
8"x2(Mini tuttle)

Choco Fin
2 x 9

2x14.5(US)
8"x2(Mini tuttle)

Choco Fin
2x9

2x15(US)
8"x2(Mini tuttle)

Choco Fin
2x9

2x15(US)
8"x2(Mini tuttle)

フィンボックス US x  2　　Mini tuttle x 2

※工法CK/LF TE＝Carbon Kevlar Light Finish/TE

FANATIC QUAD TE
価格未定
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ブラウジーニョはコントロール性の高
さに驚き、ビクターはこれを大会で使うと
語った。

ハ イ エ ン ド ボ ー ド
FALCONをユーザーフレ
ンドリーに改良したRAY
（左）とHAWK（右）RAY
はスラロームボードと
しても使える性能を持ち、
HAWKはスピードを備え
たアクションボードとし
て高い完成度を誇る
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ですから新しいクアッドには、クアッドに必要な全く新
しいシェイプとロッカーを持っています。クアッドはツ
インと異なりグリップがより強く、レイルを入れた時に
はテイルにパワーがありすぎるほどで、しかもクアッド
はそのパワーをホールドできてしまいます。またリフト
とドライブも強いので、ロッカーが強い方がバランスが
良いのです。ですからクアッドのシェイプはまったく新
しいものなのです。」
　チームライダーのマルシリオ・ブラウンは初期のクア
ッドを渡されて、彼はすぐに感動してこんな感想を漏ら
しました。
◎ブラウジーニョ「最初の数ヶ月で多くの新しいことが
分かりました。最初に僕が気づいたのは、まっすぐに走
っていても感じるクアッドのコントロール性能の高さで
した。これは強風でジャンプしたり、荒れたコブのある
海面でウェイブするために重要な要素で、全般的なコン
トロール性能がアップしていました。ブラジルでは２、
３ftの波で驚くほど乗りやすく、グリップが強いのでタ
イトターンが決まります。とてもセイリングしやすいの
です。失敗が少なくなり、波の行きたい行きたいところ
へボードを自在に向けられます。クアッドを試した後で
他のボードで海に出ると少し難しいと感じたほどで、ク
アッドは楽しんでセイリングでき、とにかく乗りやすい、

とても便利なボードです。
　同じくチームライダーのビクター・フェルナンデスは
開発を振り返ってこう語りました。
◎ビクター「僕らが作ったクアッドボードのシェイプは
シングルフィンと全く違っていて、既存のボードに新た
にボックスをつけることができず、コンバーチブルボー
ドにもできませんでした。クアッドにはロッカーを強く
したかったし、シングルは薄いレイルにしたかったから
です。僕らはクアッドの開発を進めることでウェイブラ
イディングも進化させました。今はとても良いボードに
なりました。今の状態になるまで、およそ12ヶ月費や
しています。クアッドはグリップが強いので、波のトッ
プに遅いタイミングで入れます。ツインザーより安心し
てリップに当てることもできます。ツインのときはテイ
ルの挙動に満足していませんでした。チョッピーなとき
は僕には滑りやすく、大きな波でのグリップ力も少し弱
いと感じていました。しかしクアッドは僕が求めるグリ
ップがあり、スピードも出ます。僕は大会で信頼して乗
れるボードが欲しいと常に思っていますが、シングルフ
ィンのボードでは、完璧なタイミングで波のトップにい
く必要があります。タイミングが完璧ならば、ボードが
ひっかかることはありません。でも少しでもズレるとボ
ードが止まったりして、良い波乗りができません。クア
ッドならボードスピードとグリップ力があるので、安心
して早めに行けます。チリやオンショアのギンチョーで
もテストしましたが、とても良かったです。クアッドは
シングルと同じスピードが出るし、ジャンプの時のリフ

トも同じ程度あります。だから僕はクアッドを選びます。
また、タカなどのムーブを波の上でするとき、クアッド
なら後ろ足でプッシュすると、よりスピードアップして
スライドするのでムーブをメイクしやすいからです。コ
ントロールできるスライドなので、ムーブ後ボードをグ
リップさせることもできます。ツインフィンでもいい感
じにスライドできますが、ときどきコントロールしきれ
ないこともあるのです。

<VOL.2に続く>

ツインのようなラデ
ィカルな動きと高い
グリップ力、そして
スプレーの多さなど、
この一連の連続写真
にはグアッドのポテ
ンシャルの高さが凝
縮している。
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